
　日立は2019年4月より、3カ年の「2021中期経営計画」を発表し、「IT」「エネルギー」「インダストリー」「モビリティ」

「ライフ」の5つのセクターを成長分野として位置付け、関連するビジネスユニットを各セクターに配置しました。

日立の強みは、高品質・高信頼のプロダクトに加え、製造現場の機器・システムや鉄道、発電所などの社会インフラを

動かすOT (Operational Technology：制御・運用技術)、最先端のITを併せ持ち、お客さまや社会の課題を解決す

るデジタル技術を活用したソリューションを提供できることです。この5セクターにおいて、お客さまのデータから

価値を生み出し、ソリューション提供の迅速化を支えるプラットフォームの役割を担うのがLumadaです。

日立グループの事業

その他 その他IT IT

エネルギー エネルギー

日立化成 

日立化成 

日立金属
日立金属

日立建機

日立建機

日立ハイテク
ノロジーズ

日立ハイテクノロジーズ

アジア
売上収益：
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9兆4,806億円 7,549億円 

国内 4兆6,645億円 
海外 4兆8,160億円 
連結 9兆4,806億円 

中国
売上収益：
1兆98億円

ASEAN・インド他
売上収益：
1兆97億円
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北米
売上収益：
1兆2,056億円

欧州
売上収益：
1兆185億円

日本
売上収益：
4兆6,645億円

その他
売上収益：
5,723億円

売上収益（億円）
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親会社株主に帰属する当期利益（億円）
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* 各部門の売上収益は、部門間内部売上収益を含んでいます。
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Business at a Glance



モビリティ

エネルギー

ライフ

インダストリー

 ビルサービス
  （エレベーター・エスカレーター）
 鉄道システム

 エネルギーソリューション

 パワーグリッドシステム

 医療機器
 生活・エコシステム
   （冷蔵庫・洗濯機・ルームエアコン・業務用空調機器）
 オートモティブシステム
  （パワートレインシステム・シャシーシステム・
先進運転支援システム）

 産業・流通システム
 水・環境システム
 産業用機器

日立建機 日立金属 日立化成

議決権に対する所有割合： 51.5%
主な製品・サービス
 油圧ショベル
 ホイールローダ
 マイニング機械
 保守・サービス
 土木施工ソリューション
 鉱山運行管理システム

議決権に対する所有割合： 53.5%
主な製品・サービス
 特殊鋼製品
 素形材製品
 磁性材料
 パワーエレクトロニクス
 電線材料

議決権に対する所有割合： 51.4%
主な製品・サービス
 機能材料
（電子材料・配線板材料・電子部品）
 先端部品・システム
（モビリティ部材・蓄電デバイス・
ライフサイエンス関連製品）

日立ハイテクノロジーズ

議決権に対する所有割合： 51.8%
主な製品・サービス
 医用・ライフサイエンス製品
 分析機器
 半導体製造装置
 製造・検査装置
 先端産業部材

IT
 コンサルティング
 システム
　インテグレーション
 クラウドサービス
ソフトウェア

 ITプロダクツ
（ストレージ・サーバー）
 制御システム
ATM

Lumada 事業の
売上収益

（2018年度)

1兆1,270億円 
Lumadaの強化 P.48
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